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アンケートタイトル 【会場】馬玉改メ小馬生改名披露特別公演 五月 霞が関寄席
小馬生・駒与志二人会（2024年）

質問1 本プログラムを同僚や友人など身近な人におすすめしたいと思いますか。1
1段階でお答えください（10＝必ず勧める ～ 0＝勧めない）（択一式）

No 解答 人数 ％
1 10＝必ず勧める 10 67%
2 9 3 20%
3 8 2 13%
4 7 0 0%
5 6 0 0%
6 5=どちらでもない 0 0%
7 4 0 0%
8 3 0 0%
9 2 0 0%
10 1 0 0%
11 0＝勧めない 0 0%

合計 15  



質問2 出演者へのメッセージ、今後聴いてみたい噺等ございましたら、ぜひお聞
かせください。 ※演目が分からない場合は、キーワード（例：幽霊、熊五
郎、侍など）や粗筋でも結構です。（自由記述）

【自由記述】

・皆様の3種3様な名人芸を心より楽しませていただきました！

・毎回素晴らしいのですが、今回は小馬生師匠の襲名高座でもあり、いつもにまして華
やかに、そして魅力あふれる最高のひと時でした。主役の小馬生師匠はじめ、駒与志師
匠、また今回初めて名人芸を拝聴させていただきました大御所の馬生師匠、本当にあり
がとうございました。

・駒与志さん／表情豊かな話芸に魅了されました。馬生師匠：いつもながらの江戸風の
格調高い話芸に感銘しました。小馬生さん：ご改名おめでとうございます。 切れ味の
良いアップテンポな小馬生節を堪能しました。益々のご活躍をお祈り致します。 聴い
て見たい噺／駒与志さん：短命、馬生師匠：味噌蔵、小馬生さん：味噌蔵、片棒、もぐ
ら泥

・独演会では、是非とも駒与志師匠の人情噺をお願いいたします。

・本日も楽しいお話をいただきましてありがとうございました。
小馬生襲名、誠におめでとうございます。ますますのご活躍をお祈りしています。
また、馬生師匠のお話を初めて伺いまして、感銘いたしました。
又のご出演を是非よろしくお願い致します。

・幽霊ものが聞いてみたい

・いつも楽しい会を開催して頂き、本当にありがとうございます。
今回はまたいつもと違った二人会で、いつも以上に楽しませていただきました。
今後も楽しみにしています。

・とっても楽しめました。ありがとうございます！

・馬生師匠の「紙入れ」堪能させて頂きました。声音や間合い等、さすが大師匠の話芸
ですね。 小馬生師匠の「大山詣り」にも引き込まれました。「大山詣り」なのにほと
んど大山が出てこない等、爆笑してしまいました。
また、熊さんの後日談にも大変興味が沸きました。
駒与志さんの「浮世床」も面白い噺でした。モテモテ話は夢の中だったとは！
今後も艶っぽい噺を楽しみにしています。

・楽しく拝聴させていただきました。 ありがとうございました。

・菅原先生の「浮世床」、十一代目師匠の「紙入れ」、小馬生師匠の「大山詣り」、い
ずれも楽しく聞かせていただきました。 昨今流行りの、俗悪なバラエティのお笑いと
は全く別物の、「良き師弟関係」の生み出す「噺芸」に触れることができる機会を与え
ていだきまして、感謝感謝です。
特に十一代目・「木挽町の師匠」の語り口には、一種の感動すら覚えました。
早速、後援会のブログも登録いたしました。
久しぶりに追っかけさせていただこうかと考えております。
是非、今後も機会ある限り、万障繰り合わせで伺わせていただきます。



８月３０日（金）も必ずお伺いさせていただきます。 時節柄、ご自愛くださいませ。 



質問3 プログラム全般について、お気づきのことがございましたら、ぜひお聞か
せください。（自由記述）

【自由記述】

・企画運営の皆様、いつも本当に素晴らしい霞が関寄席の開催をありがとうございます
。あらためまして感謝申し上げます。

・小馬生さんの改名披露口上はお三方それぞれのキャラクターが際立っていて良かった
。改名披露公演なので、小馬生さんの噺はもう少し長い演目で聴きたかった。
小馬生さんの独演会も是非企画をお願い致します。

・短時間で中身の濃い＝タイパの良さが嬉しいです。

・高座に関して、簡易に造られているから仕方がないのでしょうが少し不安定で心配に
なりました。噺家さんは慣れていらっしゃるとは思いますが、改善できればと思いまし
た。内容については何も考えずに楽しめました。時間を忘れてまだ聞きたいくらいでし
た。ぜひまたお伺いしたいと思います。

・次回も楽しみにしております！

・建物の入り口付近でどこに進めば良いか迷っている人がいたので、下にわかりやすい
案内があると良い

・ペーパレス化が進んでおり大変良いと思いました。
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